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The stone rloundeIl，Kareius bicoiomtLLS，inhabits the sand or sandy mud  

bc）ttOm along the coast ofJapanlsiand，andis fished by means or hand）T－  

trowlandgilトnet．WehavethereportbySuzuK‡（1966）concerningもhe growth  

analysISin‡se Bay．However，it has not yet offered saもisfactoryinformation  

Onもhe growth and maturiもy of thi8SpeCies．  

The authors，もhererore，have done r由earch on the growth and maturlty  

Or the stone flounderin the waもers orIse Bay．The materials usedin this  

Sもudy consist of847specimens from37to428mmin bodylength，Which were  

mostly caug加in the western area or班e bay，durまngもhe period rrom March  

1985もOJanuary柑86．  

The rleSults obtained are summal・ized as rollo＼＼rS：   

1）Thc relationships oflhe standardlength（SL．in mm）to the totallength  

（TL，in mm），and toもhe body weight（Win g）were shown by the following・  

eqliations：  
rエ＝1，1995ム＋3．118  

logⅣ＝2．865log・ぶエ削4．356  

2）The minimum values of the marginalincrement of otolith onもhe  

blind side were obtained during the period from Decernber toJune，While  
the maximum value wasin November．From this，iも may beinferred  

もhat the ring of otolithis rormed once a year rrom winter to early summer  

＊ 附属水産実験所（Fisheries Research LaboraもOry，Mie tJniversity，4190－172W喝u．   
Shima－Cho，Mie517－07）   
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andits rormation j．s frequentin March and Aprま1．  

3）The relaもionship betweenもhe otolith radius（月in mm）andもhe stand－  

ardlength was shown by the rollowing equation：  
logSエニ1．ユ94log・月＋L769  

4）でhe resulもs obtaまned from 抽e WALド0托i〕－s growもh transrormation  

methodindicatedもhatもhe plots or∠，，11against～n rallon a straig・htline，  

glVen by the following equation：  

g托1王ニ0．7232gn十124．4   

5）Since theもime difference between spawning arld ringformation on the  

OtOlith was about O．67year，tile B‡ミー汀ALANFi7Y■s growもh equaもions ror rull  

age（t）in the standardlength（Lt）and the body weighも（靴）were given as  

foまlows：  

ムと＝44臥6（1鵬eズp（鵬0．3241（い卜0．1368）））  

Ⅳ孟＝1755，3（巨雄叩（－0．3241（£＋0．1368）））2・糾清   

6）Themon蝕1y changesorthe gonadsomaもicindex（G5アニGⅥて／Ⅳ×100；  

GⅣ，gOnad weまghtin g）show thaもthespawni咽SはSOnis durir喝も厄period  

rrom December toJanuary andits peak appearsin December．   
7）From the cha咽eS Oぎthe gonadsomatまcindex，もhe matured age or  

SもOne rlounderis 2・ageまn remale andl－agein male．Moreover，it may be  

indicated that the biologicalminimum sizeis about200mm for females and  

120mm for males based on the relaもionships between the standardlengもh and  

the gonadⅥreighもinI）ecember．  

K叩WO「ds：∬αre∠昆ぶむZco～orα£昆β，grOWth，maturity   
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イシガレイぬre∠㍑ぶむgcogorα£㍑Sは本邦沿岸に広く分布し，沿岸漁楽の対象魚種として極めて  

東軍な位置を占めている。このため本種の成長や成熟に関する研究は，北海遥から九州までのいく  

つかの水域で，断片的なものも含めて比較的多く報告されている（山下1963，山下ほか1963，山下・  

苫米地19軋HA・jlANA‡くノ＝t al．1952，宮城輿水産試験場1975，小松1968，高地・秋元1975，  

平川1980，庄司ほか1982，SuzuKI1966，三蛮県伊勢湾水産試験場1975∴正木ほか1986，藤・多  

湖1972，藤・林1975，藤ほか1974など）。伊勢湾についても前述のSuzu‡く】（1966）や三藍県伊  

勢湾水産課験域（1975）の報告が知られている。このうち，前者は主として耳石の形状や輪紋形成  

期，耳石径一体長関係，体長…体藍関係などについて報告し，また後者ほ伊勢湾におけるカレイ頬  

数種の生態について総合的に行なわれた調査研究の一部である。したがって，この海域における本  

種の成長や成熟については未だ充分な知見は得られていないと思われる。   

このようなことから，著者らは伊勢湾におけるイシガレイの成長や成熟について調査研究を行い，  

その結果いくつかの知見が得られたのでここに報告する。  

研 究 方 法  

供試魚は1985年3月から1986年1月までの鵜閣に，主として伊勢湾西岸において漁獲された847  

個体である（ダig．1，Tablel）。採集した棟木は形態測定後，耳石を摘出し，生殖腺敦盛を秤澄   
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した。摘出した耳石は水洗後風乾し，内面を  

若干研磨した後，キシレン申に浸し，実体顕  

微鏡で観察した。なお，耳石径や輪紋径の測  

定は無限側耳石について行なった。輪紋機示  

は不透明繹から透明帯への移行境界部とし，  

輪紋径および耳石径の測定軸は綴点から耳石  

後方外線とした（Fig－ 2）。成長解析に用い  

た耳石は破損したものや滞構造が不明瞭なも  

のを除いた751個鋳である。  

Fig．1．A map showing collectinglocalities．  

Fig．2． Outer surrace oroぬ1ま払on blind side ofsもOne rlound紺．ダ，focus；R，OtOlith  

radius；rl－r3，therirstもO thethまrd ringradii（out訂margまnsoropaquezones）．   
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T8blel・Collecting dataofthespecimens usedin this study  

No．or  Rang・e Of standard  

specimens ienglh in mm 
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結  果   

1、年齢・成長   

相対成長 機準体長鼠（mm）と全長㍑（m用）および体登Ⅳ（g）との関係はそれぞれ次式で  

表わされる（Figs．3，4）。  

r乙ニ1．199ぶエ＋3．118  （r＝0．999），  

logⅣニ2．865log温血4．356 （デニ0．995）．  
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Fig・4・ Relationship bel＼Veen Standard  

length and body weight．   
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耳石の形状 耳石の外観はほぼ椅円形で，中東部はど肥厚している。中心部は不透明で，その周  

囲に透明移と不透明帯が交互に出現し，比較的明瞭な滞構造を示している。無限側耳石の燐点は耳  

石のほぼ中央部に位置しているが，有限側の餓点は後方に偏在している。   

輪紋形成期 2輪魚の243個体について縁辺成長率血汀を攻め，その頻度分布の経月変化を貯ig．  

5に表わした。  

ル汀ニ（虎∵r2）／（r2仙r】）．  

凡耳右往（mm）；rl，第1輪紋径（mm）；r2，第2輪紋径（mm）  

縁辺成長率の極小値は12月から6月まで出現し，また極大値は11月に出現している。このことから，  

耳石の輪紋は隼＝軋冬から初夏にかけて比較的長期間にわたって形成されていると考えられ，そ  

のピークほ3月，4月であろうと推察でさる。  
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耳石径一標準体長関係と計算体長 耳石径と療準体長との関係は次式で表わされる津ig．6）。  

log乱＝1．194log月＋1．769． （r＝ニ0．981）  （4）   

輪群別輪紋径の平均値はTable 2 に示したとおりで，凝着なLEE現象や反h沌現象はみられ  

ない。そこで，ここでは各輪紋径の代表値として全体の平均値を用いることにした。この各輪紋掻  

から（4）式を用いて輪紋形成時の計算機準体長ね（mm）を求めると，それぞれ次のようになる。   

gl＝＝73．8，g2ニ158，0，g8ニ264．1，gヰニ327．0，g5ニ343．8．   

成長式 各輪紋形成時の計算梗準体長からWALl予ORnの定差図を描く、とyig．7のようになり，  

回帰式は次式で表わされる。  
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g。＋1＝0．7232～n」－124．4  （㌻＝0．965）  

（5）式から執描甘鋸一AN芳墨Yの成長式は次のように表わされる。  

エ花＝449．6（1－eズp（－0，3241（花鵬0．5299））），  

エ花，第花輪形成時の推定櫻準体長（mm）．   

後で述べるように，この海域における本稽の産卵盛期は12月である。そこで，輪紋形成期を4月  

と仮定し，輪紋形成期と産卵期との時間差を修正して，満年齢に対応した成長式を求めると次のよ  

うになる（ぎig．8）。  

エ土＝44g．6（1－eユp（－0．3241（£＋0．1368））），  

エと，満と歳時の推定糠準体長（mm）．  

また，満年齢時の休憩Ⅳ£（g）は（2）式，（7）式から次のように表わされる。  

Ⅳ£＝1755．3（1－eズp（－0．3241（いト0．1368）））2・8萬．  

（7）  

（8）   

で乱bk 3 に産卵期における各年嚇群の平均額準体長および平均体登を示した。（7）式，（8）式から  

の推定値はこれらの実測値とかなりよく一致している。  
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Table 3． Estimated and actualsもandardlength and body weig●htin the spawning  
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2．成熟・産卵  

産卵期の推定 雄1輪魚および雌1輪魚，2輪魚について，生殖腺敦盛指数G∬の経月変化を  

Fig．9に表わした。  

Gぶr＝Gl吼／／／Ⅳ×100，  

GⅣ，生殖腺愛螢（g）．  

雌の場合，1輪魚のG即はほとんど季節的変化を示さないが，2輸魚では12月に明瞭なピークを  

示し，その後1月にかけて減少している。雄の場合は1輪魚で11月にピークがみられ，その後1月  

にかけて減少している。このようなことから，この海域での本稽の産卵期は12月から1月，その盛  

期は12月であると推定できる。  
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最小成熟休長および最小成熟年齢 産卵期の12月における横準体長と生殖腺塵虚との関係を  

鮮ig．10に表わした。この図から，最小成熟体長は雌で200mm前乱雄で120mm前後であると推定さ  

れる。また，最小成熟年齢は前述のG∬の変化から雌で2歳∴雄で1歳であると考えられる。  
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考  察  

本種の年齢は，いずれの海域においても∴百石に現われる透明滞と不透明帯の帯棉造によって査  

定されている。しかし，水域によって帯構造の明瞭さに差があるためか，成長解析の基準となる輪  

紋棟示は，研究者によって不透明滞の内縁とする場合と外縁とする場合とに分かれている。また，  

これらの両滞の出現斯には各水域間で差が認められている。すなわち，緑辺が透明繹に移行する時  

期は仙台湾で8月下旬（H入り1ANA主くA et al．柑52），福島県沖で8月～9月（平川1980），銚子沖で  

9月～1月（庄司はか1982），伊勢湾で3月 ～4月．周防灘で5月下旬（正木ほか1986），豊前梅  

で6月～7月（藤ほか1974）と報告され，おおむね，銚子以北では夏から秋，伊勢湾や瀬戸内海で  

は脅から変に透明帯の形成が開始されている。   

水域閣における本種の成長の比較はすでに山下（1963）や庄司はか（1982），正木ほか（1986）  

によって行なわれている。また，本様の成長は雌雄で大きく異なり，雌は雄よりも成長速度が大轟   
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く，より大型になることも報告されている（山下1963，小松1968，藤ほか1974，平川1980，庄  

司はか1982，正木はか1986）。本研究では雌雄別に成長を求めていないため，これら既往の研究  

と麗接比較できないが，ここで推定した成長が雌雄の中間的な値であると仮定すると，この水域で  

の成長は仙台湾（HArrANAiくA¢t al．1952）や銚子沖（庄司ほか1982）∴艶前海（藤ほか1974）  

とはぼ同様で，石狩湾（山下1963）よりは成長が惑く，周防灘（正木はか1986）よりも成長はよ  

いようである。   

本種の産卵期は全国的に12月から1月あるいは2月で，地域差は認められないようである（山下  

1963，山下ほか1963，山下・苫米地1964，宮城県水産試験場1975，高地・秋元1975，庄司ほか  

柑82，三褒県伊勢湾水産試験場1975，藤・多湖1972）。   

叡小成熟年蘭や最小成熟体長は雌の場合いずれの海域でも2歳，180～220mmと報告されており  

（LLi下・苫米地1964，宮城県水産試験場1975，藤・多湖1972），本研究結果もこれらとよく一致し  

ている。これに対し雄の場合は∴既往の報告では2歳，170和銅前後とされているが，本研究結果では  

満1歳，120mm前後と推定され，相遼が認められた。  

本研究を行うにあたり，種々御指導をいただき，論文の御校閲をたまわった三東大学水産学部教  

授鈴木酒博士に哀心より謝意を表する。また機本の採集に御尽力いただいた三藍大学水産学部練習  

船勢水丸の乗組員ならびに三愛県水産技術センター伊勢湾分場の各位に厚く御礼申し上げる。  
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